
第
百
四
十
条
の
十
六
か
ら
第
百
四
十
条
の
二
十
五
ま
で

削
除

条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
と
、「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
共
生
型
短
期
入
所
生
活
介
護
の
提
供
に

当
た
る
従
業
者
（
以
下
「
共
生
型
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
い
う
。）」
と
、
第
百
一
条
第
三
項
中
「
通

所
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
共
生
型
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
、
第
百
二
十
五
条
第
一
項
中
「
第

百
三
十
七
条
に
規
定
す
る
運
営
規
程
」
と
あ
る
の
は
「
運
営
規
程
」
と
、
同
項
、
第
百
二
十
八
条
第
三
項
、
第

百
二
十
九
条
第
一
項
及
び
第
百
三
十
六
条
中
「
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
共
生
型
短
期
入

所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
、
第
百
三
十
九
条
の
二
第
二
項
第
二
号
中
「
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
九
条
第

二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
九
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
六
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
二
十
六
条
」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
六
条
第
二
項
」
と
あ

る
の
は
「
第
三
十
六
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
六
号
中
「
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
七
条
第
二
項
」
と

あ
る
の
は
「
第
三
十
七
条
第
二
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
準
用
）

（
準
用
）

第
百
四
十
条
の
三
十
二

第
九
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
、
第
十
六
条
、
第
十
九
条
、
第
二
十
一
条
、第
二
十
六
条
、

第
三
十
二
条
か
ら
第
三
十
四
条
ま
で
、
第
三
十
五
条
、
第
三
十
六
条
（
第
五
項
及
び
第
六
項
を
除
く
。）、
第
三

十
六
条
の
二
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
、
第
五
十
二
条
、
第
百
一
条
、
第
百
三
条
、
第
百
四
条
、
第
百
二
十
条
並

び
に
第
四
節
（
第
百
二
十
七
条
第
一
項
及
び
第
百
四
十
条
を
除
く
。）の
規
定
は
、
基
準
該
当
短
期
入
所
生
活
介

護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
九
条
中
「
内
容
、
当
該
指
定
訪
問
介
護
に
つ
い

て
法
第
四
十
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
利
用
者
に
代
わ
っ
て
支
払
を
受
け
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
」

と
あ
る
の
は
「
内
容
」
と
、
第
二
十
一
条
中
「
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
訪
問
介
護
」
と

あ
る
の
は
「
基
準
該
当
短
期
入
所
生
活
介
護
」
と
、
第
三
十
二
条
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
短
期

入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
、
第
百
一
条
第
三
項
中
「
通
所
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
短
期
入
所
生
活
介

護
従
業
者
」
と
、
第
百
二
十
七
条
第
二
項
中
「
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
短
期
入
所
生
活

介
護
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
該
当
短
期
入
所
生
活
介
護
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
前

項
」
と
、
第
百
三
十
三
条
中
「
医
師
及
び
看
護
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
看
護
職
員
」
と
、
第
百
三
十
八
条
第
二

項
中
「
静
養
室
」
と
あ
る
の
は
「
静
養
室
等
」
と
、
第
百
三
十
九
条
の
二
第
二
項
第
二
号
中
「
次
条
に
お
い
て

準
用
す
る
第
十
九
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
九
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
次
条
に
お
い
て
準

用
す
る
第
二
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
六
条
」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三

十
六
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
六
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
六
号
中
「
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第

三
十
七
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
七
条
第
二
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
百
四
十
条
の
三
十
二

第
九
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
、
第
十
六
条
、
第
十
九
条
、
第
二
十
一
条
、第
二
十
六
条
、

第
三
十
二
条
か
ら
第
三
十
五
条
ま
で
、
第
三
十
六
条
（
第
五
項
及
び
第
六
項
を
除
く
。）、
第
三
十
六
条
の
二
か

ら
第
三
十
八
条
ま
で
、
第
五
十
二
条
、
第
百
一
条
、
第
百
三
条
、
第
百
四
条
、第
百
二
十
条
並
び
に
第
四
節（
第

百
二
十
七
条
第
一
項
及
び
第
百
四
十
条
を
除
く
。）の
規
定
は
、
基
準
該
当
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
九
条
中
「
内
容
、
当
該
指
定
訪
問
介
護
に
つ
い
て
法
第
四
十
一
条

第
六
項
の
規
定
に
よ
り
利
用
者
に
代
わ
っ
て
支
払
を
受
け
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
内

容
」
と
、
第
二
十
一
条
中
「
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
訪
問
介
護
」
と
あ
る
の
は
「
基
準

該
当
短
期
入
所
生
活
介
護
」
と
、
第
三
十
二
条
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
短
期
入
所
生
活
介
護
従

業
者
」
と
、
第
百
一
条
第
三
項
中
「
通
所
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
、

第
百
二
十
七
条
第
二
項
中
「
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
」
と
あ
る
の

は
「
基
準
該
当
短
期
入
所
生
活
介
護
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
」
と
、
第
百
三

十
三
条
中
「
医
師
及
び
看
護
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
看
護
職
員
」
と
、
第
百
三
十
八
条
第
二
項
中
「
静
養
室
」

と
あ
る
の
は
「
静
養
室
等
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
従
業
者
の
員
数
）

（
従
業
者
の
員
数
）

第
百
四
十
二
条

指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
」
と

い
う
。）が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
」
と
い
う
。）ご
と
に
置
く
べ

き
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
提
供
に
当
た
る
従
業
者
（
以
下
「
短
期
入
所
療
養
介
護
従
業
者
」
と
い
う
。）の

員
数
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
百
四
十
二
条

指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
」
と

い
う
。）が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
」
と
い
う
。）ご
と
に
置
く
べ

き
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
提
供
に
当
た
る
従
業
者
（
以
下
「
短
期
入
所
療
養
介
護
従
業
者
」
と
い
う
。）の

員
数
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
〜
四

（
略
）

一
〜
四

（
略
）

五

介
護
医
療
院
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、
当
該
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事

業
所
に
置
く
べ
き
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
職
員
、
介
護
職
員
、
理
学
療
法
士
又
は
作
業
療
法
士
及
び
栄
養
士

の
員
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
利
用
者
を
当
該
介
護
医
療
院
の
入
所
者
と
み
な
し
た
場
合
に
お
け
る
法
に
規
定
す

る
介
護
医
療
院
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
数
が
確
保
さ
れ
る
た
め
に
必
要
な
数
以
上
と
す
る
。

（
新
設
）

２

（
略
）

２

（
略
）

平成年月日 木曜日 (号外第号)官 報
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